
専門医制度新旧制度比較 2024/6/26 “小”は小児科専攻 “小循”は小児循環器専攻 ⻩⾊は旧制度の連動研修を⾏った場合の期間を⽰す *連動研修とは、小児科と小児循環器の専攻期間を同時に行うことを指す

新規
年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 新制度は連動研修なし

2022年に医師になった人
医師1年目 医師２年目 医師３年目 医師４年目 医師５年目 医師６年目 医師７年目 医師８年目 医師９年目 医師10年目 医師11年目 *2025年以降に小児科専攻医になった人は新制度のみにする

旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１） 小 小 小循2 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了 *2024年に小児科専攻医になった人が、2024年を連動研修にする場合、2030-2032年までに受験
旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１） 小（小循2） 小 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了 *2024年に小児科専攻医になった人が、2024-2015年を連動研修にする場合、2029-2032年までに受験
新制度 初期研修 初期研修 小 小 小 小循1 小循2 受験可（機構専）

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻をする場合は、新制度のみ

2021年に医師になった人
医師1年目 医師２年目医師３年目 医師４年目 医師５年目 医師６年目 医師７年目 医師８年目 医師９年目 医師10年目 医師11年目 医師12年目

旧制度 初期研修 初期研修 小 小（小循１） 小 小循2 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１） 小（小循2） 小 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
新制度 初期研修 初期研修 小 小 小 小循1 小循2 受験可（機構専）

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻（研修）を開始する場合は、新制度のみ

2020年に医師になった人
医師1年目 医師２年目医師３年目医師４年目 医師５年目 医師６年目 医師７年目 医師８年目 医師９年目 医師10年目 医師11年目 医師12年目 医師13年目

旧制度 初期研修 初期研修 小 小（小循１） 小 小循2 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１）小（小循2） 小 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
新制度 初期研修 初期研修 小 小 小 小循1 小循2 受験可（機構専）

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻（研修）を開始する場合は、新制度のみ

2019年に医師になった人
医師1年目 医師２年目医師３年目医師４年目医師５年目 医師６年目 医師７年目 医師８年目 医師９年目 医師10年目 医師11年目 医師12年目 医師13年目

旧制度 初期研修 初期研修 小 小 小 小循１ 小循２ 小循３ 小循４ 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小 小（小循１）小 小循2 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１）小（小循2）小 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
新制度 初期研修 初期研修 小 小 小 *項目60適用可 小循1 小循2 受験可（機構専）

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻（研修）を開始する場合は、新制度のみ

2018年に医師になった人
医師1年目 医師２年目医師３年目医師４年目医師５年目医師６年目 医師７年目 医師８年目 医師９年目 医師10年目 医師11年目 医師12年目 医師13年目

旧制度 初期研修 初期研修 小 小 小 小循１ 小循２ 小循３ 小循４ 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小 小（小循１）小 小循2 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
旧制度 初期研修 初期研修 小（小循１）小（小循2）小 小循3 小循4 小循5受験可 2032年旧制度受験終了
新制度 初期研修 初期研修 小 小 小 *項目60適用可 *項目60適用可 小循1 小循2 受験可（機構専）

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻（研修）を開始する場合は、新制度のみ

2017年以前に医師になった人
旧制度で所定の研修を終了すれば、旧制度に基づいた専門医試験を受験できます。 2032年旧制度受験終了
新制度での研修を2025年度以降に2年⾏えば、その翌年度に小循専門医（機構専）を受験できます。移⾏措置期間の間は、*項目60を適応可能です。

2025年度以降に新たに小児循環器の専攻（研修）を開始する場合は、新制度のみ

*整備基準項目60：基本領域の専門研修を修了した専攻医が、従来の学会認定小児循環器専門医制度での研修を開始していた場合、専攻医に不利益が生じないように、学会認定専門医制度で対応する。
専攻医が機構認定専門医を希望する場合は、症例経験は専門医機構が認定する新制度での研修実績として扱うことができる。

2022年に医師になった人が連動研修を行わなかった場合は全員新制度で受験、連動研修を行っていても
その期間の研修を使わずに新制度での受験も可（推奨）

2021年に医師になった人が連動研修を行わなかった場合は全員新制度で受験、連動研修を行っていても
その期間の研修を使わずに新制度での受験も可（推奨）

2020年に医師になった人が連動研修を行わなかった場合は全員新制度で受験、連動研修を行っていても
その期間の研修を使わずに新制度での受験も可（推奨）


